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新春特別号

これからの時代の造園力
素晴らしい造園の仕事を社会に発信

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。こ
の
一
年
が
、

皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。ま
た
造
園
建
設
業
界
が
、

ま
す
ま
す
飛
躍
す
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
社
会
・
経
済
状

況
は
、
今
、
大
き
な
転
換
点
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
安
倍
政
権
が
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
で
放
っ
た
３
本
の
矢
、

さ
ら
に
新
３
本
の
矢
に
よ
り
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
が
加
速
さ
れ
、
一
億
総
活

躍
社
会
、
働
き
方
改
革
、
観
光
立
国
、

地
方
創
生
と
い
っ
た
新
た
な
時
代
を

構
築
す
る
取
組
み
が
本
格
的
に
動
き

始
め
ま
し
た
。

　

今
年
こ
そ
は
、
経
済
の
好
循
環
の

波
が
全
国
隅
々
に
行
き
渡
る
ま
で
に

好
転
し
て
ほ
し
い
、
と
強
く
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

造
園
業
界
を
取
巻
く
状
況
も
、「
担

い
手
３
法
」
の
施
行
に
伴
い
、
日
造

協
が
長
年
に
わ
た
っ
て
取
組
ん
で
き

た
要
望
・
提
言
活
動
が
実
を
結
び
、

労
務
費
単
価
の
改
善
や
ダ
ン
ピ
ン
グ

対
策
の
強
化
等
の
措
置
が
着
実
に
講

じ
ら
れ
、ま
た
公
共
事
業
費
の
維
持
・

確
保
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
将
来
的
な
事
業
見
通
し
が
不

透
明
で
、
積
極
的
な
投
資
判
断
を
下

す
に
は
難
し
い
局
面
が
続
い
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

　

今
こ
そ
私
た
ち
は
、
造
園
業
界
の

次
代
の
発
展
に
向
け
、
培
っ
て
き
た

「
造
園
力
」
を
多
面
的
に
発
揮
で
き

る
場
や
機
会
の
創
造
・
拡
大
を
目
指

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
災
害

時
に
お
け
る
復
旧
・
復
興
支
援
活
動
、

日
本
庭
園
文
化
の
世
界
遺
産
登
録
運

動
、
観
光
・
地
域
創
生
や
都
市
公
園

制
度
見
直
し
等
々
に
対
応
し
た
戦
略

的
展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
造
園
業
界
に
お
け
る
中
長

期
的
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
向

け
て
、
業
態
や
技
術
面
の
特
性
を
踏

ま
え
、
他
の
業
種
分
野
に
は
な
い
独

自
の
多
面
的
な
取
組
の
展
開
・
強
化

も
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

造
園
業
界
に
身
を
置
く
誰
も
が
、

や
り
が
い
を
感
じ
、
誇
り
を
持
て
る

明
る
い
未
来
の
魅
力
あ
る
環
境
づ
く

り
に
、
こ
の
一
年
も
皆
様
と
と
も
に

取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、ご
協
力
、

ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

年
頭
に
当
た
っ
て
　

造
園
建
設
業
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に

一
般
社
団
法
人 

日
本
造
園
建
設
業
協
会

会
長
　
藤
巻 

司
郎

謹
賀
新
年

勝源院の逆ガシワ（しょうげんいんのさかさがしわ）、国の天然記念物（1929 年 12 月 7 日指定）、岩手県紫波郡紫波町日詰字朝日田
　本来カシワは幹が垂直に伸びて、高さが 20m 以上にもなる落葉広葉樹。しかし、ここ勝源院のカシワは、4 本に分かれた幹がそれぞれ地面を這うように伸びてから
立ち上がるという摩訶不思議な樹木です。根が枝になったように見えることから“逆ガシワ”の異名があり、古くから珍木として親しまれてきました。なにせ垂直で
あるべきものが横になっているので、保護・管理も大変。横に伸びた太い幹は自重に耐えられるように支柱で支えられており、防虫・駆除には地元の高校生が活動奉
仕をしています。カシワと聞いて“かしわ餅”を連想される方も多いと思いますが、ここの葉は日陰にもかかわらず、長さが 30㎝以上にもなる大型のものも見られま
す。元来は十分な陽光を必要とする樹種ですが、これを見ても逆ガシワの旺盛な成長ぶりがうかがえます。目通り周囲 6.86m、樹高 15m、枝張東西に 21.8m、南北に
27.7m、県内一のカシワの巨木であり、樹齢 300 年、別名“みだれカシワ”とも言われています。【岩手県支部】



成家　「造園力」について、一通りお話
いただきましたが、とても多様で広がっ
てきていることが分かりました。
　先ほどのお話の中の出てきたものもあ
りますが、将来に向けた「造園力」につ
いて、お話しいただければと思います。
當内　これまで培ってきた造園技術を
しっかり守りながら、新たなニーズや
ウォンツに臨機応変に対応していくこと
が必要であると思います。
　私の会社は私で５代目で、今まで培っ
てきた庭づくりや管理など伝統技術的な
ところはしっかりと継承していきたいと
思い力をいれておりますが、同時に新た
なニーズである自然再生などの事業にも
積極的に取り組んでおります。
　自然再生は今までの造園的なやり方と
は全然ちがいますね。庭や公園は用や美
を意識して作り込みますが、自然再生は
作り込んではだめで、地域性や自然の摂
理を重視していくことが求められますの
で、今までのやり方や考え方を少し変え
て取り組む必要があります。
　これからの街路樹のあり方についても
同じことが言えると思います。都市の
ヒートアイランド対策としても、また美
しく快適な都市空間をつくっていくため
にも、ヨーロッパのように街路樹の樹冠
をより大きくする取り組みが求められて

きています。今後は、街路樹に対する従
来の固定概念を変えて、剪定などの管理
方法や植栽基盤を含めた構造を見直して
いく必要があります。
　しかし、このような事業は、我々造園
施工業界だけでなくコンサルタントや行
政と協働で取り組むこと、住民や社会の
理解を得るために情報発信をしていくこ
とが重要だと思います。
髙石　「造園力」という言葉で考えると、

「結束力」も大事だと思います。東日本
大震災以降、「絆」という言葉が盛んに
使われましたが、連携が不可欠です。
　造園業は、かつて親方がいて、一人で
何でもやっていましたが、会社組織にな

“公園を宝物に” それができるのも「造園力」
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　新年号では、未来に繋がるお話を複数の方からいただきたいと座談会を企画しました。
テーマは「造園力」。これまでポスターなどで、周知を図ってきましたが、広報活動部
会の新メンバーも「こんなにいい言葉なのに初めて知った」など、周知不足であること
が分かりました。このため、座談会では昨年刷新した委員会・部会を踏まえ新組織の各
委員会からご出席いただき、「造園力」という言葉のイメージやその意味を再考すると
ともに、将来に向けてどんな「造園力」が考えられ、どう活かしていったらいいのかな
ど、「造園力」の課題や可能性を語っていただきました。その概要を紹介します。

で、どういう仕事なのか聞いたところ、
「造園業」と言われました。造園業が分
からなかったので、「造園業って？」と
聞くと、「まちのお化粧をする仕事」と
言われました。それは、主人が造園科の
先生から教えていただいたそうですが、
確かに公園や街路樹などでまちをきれい
にする仕事です。
　手付かずの自然の中に人は住めません
が、生活に自然を取り入れたり、手を加
えてよりきれいにすることで、人が集ま
り、快適に健康に心穏やかに過ごす空間
を作ることができます。自然を活かして、
人の居場所をつくる。自然と人間を結び
つけ、人の生活を豊かにする力が「造園
力」なのかなと思います。
山田　私は 43 回という歴史ある「全国
造園デザインコンクール」を担当してい
ます。しかし、受賞者が造園とは別の業
界に行ってしまったり、「造園科」など
の名称ではなく、「環境」などの総合的
なものにしないと生徒が集まらず、造園
より花に関心がある生徒さんが多いと
いったことを、コンクールに関わってか
ら知り、造園に興味を持ってもらえるよ
うな情報を発信していかなければならな
いと常々思ってきました。
　こうした中で「造園力」のＰＲが大事
になってくると思いますが、庭園づくり
などの従来の造園だけではなく、環境緑
化を基点に多様な取り組みをしていかな

ければならないと思います。
　私の会社の話しになりますが、社名変
更に伴い「造園土木」をとってしまいま
した。これまでの枠に縛られることなく
広い視点で、という思いの表われで、「グリ
ーンダイバーシティ」を掲げ、樹木生産
から施工、指定管理などを行っています。
　樹木生産一つをとっても、葉張りの出
ない樹木、管理が容易な樹木など、新し
い樹木もどんどん開発され、ニーズに合
わせながら、もっとお客さんに喜んでい
ただけるような空間づくりをしていけた
らと思っており、これらすべてに関わる
ものが「造園力」だと考えています。
岡本　地域リーダーズで活動しておりま
す。また、平成 30 年に全国都市緑化フェ
アが山口県で開催されることから、その
開催地で行う日造協の造園技術フォーラ
ムの準備にも取り組んでいます。
　「造園力」を一言でいうのは困難です。
でも、私たちが「造園力」を発揮できれば、
きっと人々の生活に潤いと安らぎを与え
ることができ、これまで以上に暮らしの
質を良くすることができる、そんな「力」
だと思います。
　ただ、こうした「造園力」は、日造協
会員だけで発揮するのは難しいと思って
います。発注者や地域の理解はもちろん、
他の団体などとも協力し、私たちが「造

園力」を発揮できる環境づくり、または、
状況をつくらないと、実際に世の中全体を
良くすることはできないと思っています。
前杉　私は企画・広報の仕事をすると共
に、国営昭和記念公園で行っている体験
型の環境学習プログラム「富良野自然塾
東京校」のインストラクターをしています。
　このプログラムは一番最初に「息を止
めてください」から始まります。する
と参加者の皆さんが「息を止めたら死ん
じゃうよ」と言います。その通りで、私
たちは、呼吸をして酸素を体内に取り入
れないと死んでしまいます。そこで「酸
素を作ってくれているのは？」と聞くと、

「植物です！」と皆さん答えます。
　こんな風に、当たり前に存在すると思
われている空気や水を作り出している自
然の大切さ、森と私たちの関係をお話し
ています。
　私は以前、テレビやラジオなどの放送、
出版関係の仕事をしており、造園と無縁
の世界にいました。まだ、入社３年目で、
皆さんからいろいろ教わろうと思ってい
ますが、造園は素晴らしい仕事です。人
と自然を結び、環境を保全し、人が生き
ていくために欠かせない緑を育てるのが
造園です。ですから「造園力」は、広い
意味で言うと、人々に生きる力を与える
ものだと私は考えています。　
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成家　「造園力」は、2009 年の通常総
会「業界実践スローガン」の中で示され、
翌年のスローガンの公募で「造園力！い
のちを支える造園技術で、持続可能なみ
らいへ」が選ばれ、以来、日造協のスロー
ガンとして掲げられてきました。
　「造園力」は、伝統技術をはじめとす
る造園の「技術力」、歴史や地域の特性
などを踏まえた「文化力」、そして植物
をはじめ、生きものを主体に取り扱い、
潤いのあるまちづくりや防災・減災を踏
まえた国土づくりを担う「創造力」など、
さまざまな「力」があります。まず、皆
さんがイメージする「造園力」について、
一言いただければと思います。
當内　地域リーダーズの総リーダー及び
国際委員に就任しております。私は、も
ともと技術系で、そのため施工技術的な
面に思い入れが強く、「造園力」という
と庭づくりや庭を管理する技術が一番の
基礎で、その技術を展開して公園や緑地
などを造ったり管理したりするものと理
解しておりました。しかし最近は、それ
らハード面だけではなく、公園管理のよ
うに運営管理やイベント企画を行うな
ど、我々が作る場や空間を生かすソフト
面も非常に大切な造園力であると考える
ようになってきました。
髙石　資格制度委員会や造園領域発展戦
略委員会を兼任しています。
　「造園力」という言葉を初めて聞いた
とき「変な言葉だなぁ」と思いました。
ただ、よくよく考えてみますと「造園」
が携わるものには、個人の庭園もあれば、
公園もあり、まちづくり、都市景観、里
山づくりなどがあり、こうした多種多様
な空間づくりに共通していることは、自
然、特に植物を中心に空間を形成するこ
とで、こうした力に、これまでの文化力、
未来への創造力、それを可能にする技術
力を加味したものが、「造園力」であると、
今は理解しています。
阪上　私は 30 数年前、植木屋さんにお
嫁に行くと思って嫁いで来ましたが、私
の知る植木屋さんとは少し様子が違うの

座 談 会 出 席 者
　　　前杉 昌枝 氏   西武造園㈱（総務委員会広報活動部会）

　　　岡本 秀一 氏　㈱山口松樹園（技術委員会造園技術フォーラム部会 / 事業委員会人材育成部会、地域リーダーズ）

         山田 通明 氏　㈱山梅（事業委員会造園領域発展戦略委員会 / 全国造園デザインコンクール等推進部会、担い手育成・確保推進部会）

         當内　 匡 氏　㈱庭樹園（国際委員会 / 事業委員会人材育成部会、地域リーダーズ）

         髙石 正弘 氏　㈱髙石造園土木（資格制度委員会植栽基盤診断士制度部会 / 造園領域発展戦略委員会戦略立案部会）

         阪上惠保巳 氏　㈱清香園（造園領域発展戦略委員会女性活躍推進部会）

（司会）  成家 　岳  　（一社）日本造園建設業協会 総務委員会広報活動部会長

　オブザーバー： 藤巻 司郎  （一社）日本造園建設業協会 会長
                 林　 輝幸  （一社）日本造園建設業協会 副会長、総務委員長　 
                 高梨 雅明  （一社）日本造園建設業協会 常任顧問　 
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當内　 匡 氏

髙石 正弘 氏

素晴らしい造園の   　仕事を社会に発信
これからの                         

技術、文化、創造…さまざまな「造園力」



阪上　京都迎賓館を視察し、カルチャー
ショックを受けました。風向きなど、あ
らゆることを考えて切り口を見せずに枝
を切る。同じ手入れでも、いかに早く安
くできるかを考える公共造園管理の手入
れと似て非なるものでした。
　また、同じお庭でも、地域により庭の
果たす役割、目的が全く違い、作庭技
術も全く違うことに気づかされました。
たったこれだけを考えても、高梨顧問の
おっしゃるように、造園の対象領域は、
仕事内容がわからないと言われる程広
がっていると感じます。
　足を踏み出す方向を見つけるには、自
社の能力を見つめ直し、何が得意で何が
求められているか、世の中の動きを注視
して見極める必要があります。
　当社は、もとは農家でしたが、苗木を
生産し、より付加価値のある仕立物をつ
くり、庭づくりも行うようになりました。
その後、公共の公園づくりとその管理を
行い、最近は、指定管理を行うようにな
りました。時代の流れにあわせ、仕事も
変化してきました。今後の方向性は、はっ
きりみえてきません。それでも、造園１
社ではなく、造園他社、異業種または、
学校や時に芸術家、地域住民等、様々な
分野の方と協力し合う必要を感じます。
前杉　私は、まだまだ一般の視点に近い
と思います。だからこそ思うのですが、
造園の人には当たり前の文化力、技術力、
創造力といった「造園力」でも、世間に
は届いていません。
　一般にもわかりやすく、造園はどんな
考え方で、どんな仕事をしているのかを
発信していくことが必要です。
　造園の方々は、奥ゆかしいですが、積
極的に自分たちのことをもっとアピール
しなければ、わかって貰えません。そう
いう意味でも、広報はもっと頑張らない
といけないと思っています。

成家　「造園力」がより専門・多様化し、
人材育成や関係者との連携、情報発信も

「造園力」とのお話をいただきましたが、
こうした「造園力」を活かすヒントなど、
高梨顧問から一言いただけますか。
高梨　造園の歴史を振り返ると、昭和
40 年代以降は、都市公園整備が進む中
で「造園力」の３つの力を駆使して、環
境の改善にチャレンジしていく時代だっ
たように思います。
　平成５年に環境基本法が制定され、世
の中全体が環境について考えるようにな
り、造園が中心だと思っていた環境の改
善が社会活動や企業の経済活動の一環と
して行われるようになり、造園の対象領
域、分野も生物多様性の確保などの自然
空間、都市の賑わいや人がより楽しく豊
かに暮らせる空間などに広がってきたの
だと思います。
　ここで考えなければならないのは、こ
うして広がった対象領域や分野のどこに
向かって足を踏み出すかです。業として
やる訳ですから、どこに市場性があるの
かを見定めなければなりません。
　「造園力」を生かして環境を改善して
いく考え方から、環境の時代にどう「造
園力」を活かすかに考え方を変える、発
想の転換が必要になってきました。
　そこで求められるのは、日本庭園を造
る技術そのものではなく、造園の地形、
文化、地域の資源の扱い方や空間の形成
技術といった造園の発想を、子育て支援、
外国人観光客の受入れなど社会的な基盤
づくり、再生にどう活かすかです。
　造園自身の発想の転換と、社会に造園
のことをわかってもらうための情報発
信、その辺りが「造園力」を考える上で
のヒントになるのではないでしょうか。
成家　有難うございました。どこに向
かって足を踏み出すかというお話もあり
ましたが、どなたかいかがですか。

話は出ていないと思いますが、造園の出
番がもっとあっていい筈です。まだまだ、
造園のアピールが足りない、それこそ「造
園力」を発揮する場だと思います。
岡本　皆さんがおっしゃるように、私も
造園業界が活躍する場がもっと広がって
いくことを思い浮かべたりしています。
しかしながら、経営者などごく一部の人
が理解しているだけでは伝わっていきま
せん。社員一人ひとりがそういうことを
理解し、提案できる人材を育てていくこ
とが不可欠です。そういう人材の育成も

「造園力」につながっていくと思います。
前杉　「グリーンダイバーシティ」とい
う言葉もありましたが、みどりはこれか
らどんどん多様化していくと思います。
　いろいろな年代、性別、立場など、多
くの視点から考えたものづくりが必要で
す。すると「公園を宝物に」という素敵
な言葉もありましたが、いろいろな方に
愛される造園空間になると思います。
　うっそうとしてしまった公園を明るく
して、芝生広場を設けたら、ＯＬさん

がお弁当を食べに来たり、小さい子を連
れたお母さん方が集まる場所になったな
ど、参考になるいい事例もたくさんある
ので、いろいろな造園力を持っている人
たちのつながりとともに、地域の人たち
や利用者の方々など、まちや公園を良く
していこうという人たちとのつながりを
大事にしていくことが、これからの「造
園力」になってくると思います。

り、分野も広がり、設計や施工だけでな
く、剪定や土壌など、分野ごとのスペシャ
リストが求められるようになりました。
　こうした専門家を育てながら、その一
方でこれをまとめていく、結束して事に
当たる必要があると思います。
　もう一つは「提案力」です。技術者と
しての提案をはじめ、もっともっと発注
者や世の中に対してものを言っていかな
ければなりません。資格制度委員会だか
らというわけではありませんが、そのた
めにも資格は有効で、質、量ともに充実
させなければならないと思っています。
阪上　　将来に向け期待される造園力に
は、大きく分けて３つあると思っていま
す。
　１つは、いろいろな方法や形で自然の
植物を生活の中に取り入れて生活を豊か
にする技術です。最初に自然と人の橋渡
し役が造園と言いましたが、これは今ま
でもこれからも造園の大きな柱として必
要な力です。
　２つ目は里山です。私は、山のふもと
で育ち、春になると山菜採り、夏、秋は
野いちごや栗拾い、冬はスギの葉を拾い
焚き付けにしてと、毎日の生活に里山は
欠かせませんでした。
現在は林業が廃れてしまい、山の木は管
理されなくなり、竹がはびこるので地滑
りを起しています。又全国的にイノシシ
やサル、クマなどの被害も多く聞かれる
ようになり、「山の畑の野菜は、動物の
ために作っているようなものだ」と嘆く
声もよく耳にします。昭和 30 年代の自
然を取り戻すことを目標にしている自然
再生士という資格がありますが、そうい
う専門家と地域の方々が力を合わせて、
人と動物の住み分けができる環境づくり
が必要になっていると思います。造園は
まちのみどりに携わり、山はきこりや山
に住む方々が管理していましたが、安い
輸入木材に押され、山の仕事に携わる方
が極端に少なくなってしまったので、山
の環境を何とかするために造園力が必要
ではないかと考えています。
　３つ目は、公園の再生と有効活用です。
昭和４０年代より、日本中に次々と公園

ができ、公園築造は、造園業のメインの
仕事でした。最近ではそれらの公園の管
理費用削減の為、除草の回数を減らした
りとお荷物になってしまっている公園も
残念ながら出てきています。こうした公
園をお荷物ではなく宝物にしていく。そ
れができるのも造園力だと思います。
　指定管理という、これまでの管理とは
異なる方法も普及してきました。女性部
会でも話が出ていますが、保育園やデイ
サービスを利用される方たちなどもっと
様々な方や様々な形態で公園を利用して
いただくシステムを考え、公園利用者さ
んや地域のボランティアさん、住人の
方々と一緒になって管理をすることもで
きるのではないでしょうか。
　日本人のＤＮＡには、農耕民族の血が
ながれています。公園で土に触れ、心
身ともに元気になられる方もいるでしょ
う。土の力を借りることも造園ならでは
の力だと思います。
山田　一般の方々も、緑が必要だという
認識はお持ちだと思います。森林浴を
はじめ、緑の癒しなどの効果も感じられ
ています。しかし、落葉が面倒だから落
葉樹は植えないで欲しいという人もいま
す。私たちみどりに携わる者は、直接的
なみどりだけではなく、その周辺も含め
た効用を伝えていく必要があります。
　植物は、人が生きていくために欠かせ
ないものであると同時に、生きものの棲
みかになったり、都市気象を緩和したり、
それこそ保育園やデイサービスなどの利
用、人が集まることによる経済効果など、
多様な機能・効用があります。
　ですから、生きものの視点からは、こ
の公園にこんな植物があると、こういう
鳥がきてとか、お庭にこんな花を植える
とこんなチョウがきますなどといった情
報を織り込んだり、こんな利用もあんな
利用もと、具体的にもっとみどりの役割、
活用までを含めた提案、情報を発信し、
共感や必要性を理解してくれる人を増や
していかなければなりません。
　2020 年の東京オリンピック・パラリ
ンピックについても、まだ、造園がどの
ように具体的に関わっていくかといった
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素晴らしい造園の   　仕事を社会に発信

岡本 秀一 氏

「どう活かす」から「どこに活かす」へ発想を転換

時代の「造園力」を語る

山田 通明 氏



立ち上げたところであり、造園はみどり
をつくって育てる素晴らしい仕事だとい
うことをあらゆる情報手段を駆使して発
信していきたいと思っています。
髙石　公園樹の資格制度も検討中です
が、こうした資格制度は、日造協があっ
てこそのものであり、もっと活用し、質
の充実を図っていきたいと思います。
成家　造園の伸びしろはまだまだたくさ
んあり、そのためには広報が必要という
ことで、広報部会が宿題をいただいた感
じになりましたが、「造園力」はまだま
だこれから発揮できるという明るいお話
を聞くことができました。これからの委
員会活動などを通じて、皆さん「造園力」
を発揮していただければと思います。
　本日は有難うございました。

阪上　お客様から時々、「きれいにして、
お礼を言われて、お金までいただけるん
だから植木屋さんは、いい仕事ね」と言
われますが、私たち自身が良い仕事だと
いう意識を持たないといけませんね。美
しくするには、ゆとりのあるお金が必要
です。昔は、「お大

だいじん

尽様」と言われるよ
うな裕福な方たちとも会話出来るだけの
知識を持ち、お仕事をいただいていまし
た。お大

だいじん

尽がいなくなり高度成長期には、
税金を使う公共工事でした。今は、行政
にもお金がなくなってしまいました。今
後の造園の向かう方向は、どこにあるで
しょうか。
山田　江戸時代にお庭番と言われ、お殿
様のお側に、刃物を持っていられるくら
い造園の仕事をしている人は信頼され、
地位もあったと聞いています。どこで現
在のようになったかわかりませんが、そ
ういうことも振り返りながら、社会的地
位を取り戻せたらいいと思います。
岡本　昔は庭師がお客さんの冠婚葬祭に
呼ばれるくらいの親密な関係があったと
聞きますが、今はほとんどないですね。

集まりません。
　しかし、造園がどのような仕事かをき
ちんと話すと大抵の人はわかってくれ、

「そういう仕事だったんですか ･･･」と。
宣伝不足ですね。
髙石　印袢纏と特注のかばんをつくった
ところ、社員にも好評で、格好いいと
いわれています。業界外への直接的なア
ピールも必要ですが、まず、やっている
自分たちが自慢できる、格好いいと思う
ようにしていくことも大事でしょうね。
阪上　粋で「カッコイイ」というのは、
大切ですね。公共の現場では、安全上の
理由で昔からの半纏が着れないのが残念
です。女性部会では、｢カッコイイ作業
着｣ についても検討していますが、山田
さんのところのユニフォームが格好良く
て、素敵で着たいと思います。
山田　日造協では安全ハーネスの開発を
進め、まもなく販売すると聞いていますが、
実際に装着されている姿は恰好いいです。
安全は当然大事ですが、まさに機能美で、
そういうものをＰＲしていきたいです。
髙石　自分たちのモチベーションをあげ
るような取り組みも大事ですね。

に来るだけの方も多く、大変な人気です。
髙石　弊社で管理している植物園のバラ
も手間は掛かりますが、人気です。皆さ
ん関心のある方はすごい。ご自身で育て
ている人たちだから、どれだけ大変なこ
とをしているか分かるのだと思います。
山田　バラだから特にそうなのかもしれ
ませんが、そういうところから、私たち
のことをよく知ってもらうと、造園の理
解者が増え、それが公園や街路、まちづ
くりに広がっていくと、私たちの仕事の
質についてもわかってもらえ、仕事がし
やすくなるように思います。

りが想像でき、いろいろと提案もさせて
いただきました。造園の仕事をしてきた
から、そういう発想ができるようになっ
たのだと思っています。
　顧問のおっしゃった日本庭園の考え方
の通りで、造園の考え方はいろいろなと
ころで活用できると思います。そして、
こうした考え方ができる人づくりも「造
園力」を発揮、継承していく上で、欠か
せないことだと思います。
山田　先日山口に行く機会があり、いろ
いろと案内していただいた中に、足湯が
ありました。お酒が飲めるお店で、カウ
ンターの下に石が組んであり、そこが足
湯になっていて、目の前が樹木を自然な
感じにつかった庭でした。こういうのを
つくったら、喜んで訪れる人がたくさん

いるだろうなと思いました。
岡本　山口市の湯田温泉ですね。湯田温
泉には外来で無料で利用できる足湯が 6
つあり、さらに 2015 年３月に観光回遊
拠点施設として「狐の足あと」という足
湯館ができました。情報発信の他に、足
湯に入りながら地酒も飲めるし、若い方
にも人気です。
山田　ガーデニングは根強い人気があり
ますが、造園とは違うもののように思わ
れることがあります。私はガーデニング
も造園の範疇だと思っていますが、そう
した認識があることを残念に思います。
　宇部空港のバラがきれいと聞きまし
た。そうした空間も造園が担っているこ
とをＰＲし、広げていけたらいいですね。
岡本　駐車場や建物周りなど、バラを見
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岡本　春に高校を卒業する生徒に、うち
の会社はどんな仕事をしているイメージ
を持っているか聞いてみると、「庭づく
り」と言っていました。
　そこで、「最初は公園のトイレ掃除か
らだよ」と伝えると驚いていました。
イメージしていたことと現実の仕事との
ギャップはどんな仕事でもあります。
　しかし、違って見える庭づくりもトイ
レ掃除も、快適な空間にするために必要
な仕事でどちらも大事な仕事なのです。
　見た目の派手さより、そうした思想の
根っこの部分がわからないと、やりがい
が見出せないことにもなってしまいます。
　最近、古民家の再生に関わる機会があ
りましたが、建築家の方と話しをしてい
て、図面にない部分も、不思議と仕上が

阪上　造園が若い人にウケないのは、泥
臭さがあるからなのでしょうか。
前杉　そんなことはないと思います。逆
に求められていると思っています。

當内　造園業に３K のイメージがある
のではないでしょうか。アンタルヤで
の AIPH 国際会議で、コロンビアの花業
界団体が自分たちの仕事をアピールする
プロモーションビデオを紹介してくれま
した。生産からお客様に販売するまでの
様々な仕事を PR する内容で、働く喜び
がひしひしと伝わってきました。日造協
でもつくっては如何でしょうか。
山田　いろいろなＰＲの方法があり、日
造協の「全国造園フェスティバル」も
その一つで、「造園力」のシールもあり
ますが、子どもたちに、「将来は造園の
仕事一緒にしよう！」と、声を掛けて、
シールを渡そうとしたら、「格好悪いか
ら嫌っ」て言われてしまいました。
前杉　そういうのは悔しいですね。造園
に興味をもって貰うためにも、緑のある
環境の大切さを子どもたちに伝えていき
たいです。
阪上　指定管理などで、防犯のステッ
カーを貼り、公園のパトロールをしてい
ますが、街中を走るときにも「造園力」
のステッカーを貼って、「まちの元気を
見守りしています」みたいなことが書か
れていると、何かあったとき声もかけや
すいし、造園のイメージが変わるかもし
れません。
　３Ｋと言う話がありましたが、子ども
たちだけでなく、保護者の方々もそうい
うイメージを持たれている方が多いよう
です。何よりも学校の先生も同様です。
先生に造園を理解していただき生徒に教
えて欲しいです。
山田　デザインコンクールに応募してく
れている学生さんの多くが、最終的に造

園業界に入ってこないという状況もとて
も残念なことであり、まずは実態を知ら
ないといけないので、高校の先生方のお
話を聞いたり、調べているところです。
　こうした話しをする中で、インターン
シップを充実させようと、具体的な取り
組みも少しずつ進めています。
　一方で、広く一般の求人媒体を使って
社員を募集したところ、80 人の応募が
あり、３名を採用しました。応募理由を
聞くと、「環境に対して貢献できる仕事
がしたい」「指定管理に興味がある」と
のことで、最初に話したとおり、造園そ
のものではありませんが、「環境」に携
わる仕事であることが、若い人にとって
魅力になっているように思います。
阪上　　よく新卒者合同求人会などにも
出ますが、建設業は総じてイメージが悪
いのかダメですね。
　他の業界で、営業ノルマや夜勤のある
厳しい仕事と思われる業種にも、人が集
まっているのに建設業者には、全く人が

３Ｋイメージを払拭する「格好いい」造園へ

地域貢献や資格、あらゆる手段でアピールを
山田　地産地消や地域コミュニティの再
生などもひと頃よく言われましたが、例
えばうちの圃場で、ポポーという果樹を
育て、地元で活用したりしています。
　ポポーの果実は、痛みやすいから流通
に乗せることが難しく、なかなか出回ら
ないので珍しく、こんなことができるの
も「造園力」の一つだと思います。
成家　地域の話しが出てきましたが、近
年の自然災害で、造園が地域に貢献した
というお話もよく聞きます。土砂災害で
のミニバックホウでの対応、仮設トイレ
への水補給、鳥インフルの時には、薬剤
散布に造園の機材が活躍しました。
　自分たちが思っている以上に、そうし
たところで役に立てる機会があったりし
ますが、皆さんいかがですか。
髙石　幸いそうした災害に見舞われてい
ませんが、地元で防災協定を結び、機材・
資材の登録や何ができるかについて協力
体制をつくっています。
阪上　公共事業施工会社は、ランク付けの
ための経営審査で点数を上げるため、資産
である建設機械を保有しなくなっています。
　一昨年に関東地方は、これまでにない
大雪となり、道路の除雪は優先されまし
たが、建設機械不足もあり、作業がはか
どりませんでした。そんな中、病院が雪
で閉ざされ透析の必要な方が、病院に来

られないと悲鳴に近い連絡をうけまし
た。機械も車も出払っている状態でした
が、残っている小さなバックホウと人力
で除雪しました。病院からは、とても感
謝されました。
　国土交通省が、災害に備え、保有機材
の調査などを始めたようですが、災害は
幹線道路だけではありません。造園業者
は小回りの効く機械を持ち役に立つこと
ができます。
成家　いろいろなお話をお聞きしてきま
したが、造園に関わる一人ひとり、一企
業が発揮していく「造園力」と、業界と
して取り組んだ方が効果的な「造園力」
もあると思います。最後に、日造協がど
んなことをしていったらいいか、お考え
をいただければと思います。
阪上　部会で、造園の仕事の解説書づく
りをしていますが、日造協では、広報活
動を充実していただきたいと思います。
當内　先程もご提案したように、造園の
仕事や協会事業の内容がわかるプロモー
ションビデオがあれば、かなり活用でき
るのではないでしょうか。また地域リー
ダーズで facebook の利用を検討してい
ますが、日造協にもあれば、なお良いの
ではないかと思います。
前杉　facebook や instagram などの SNS
については、ちょうど部会内にチームを

前杉 昌枝 氏

2017年 新春座談 これからの時代の「造園力」を語る


